
    

 

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲 

●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ 

●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲 

 

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★ 

「ヘッダーフッター」画面（カーソルが矢印になる上下の余白の範囲でダブルクリック）より 

色つきのガイド線を消してから変換してください 

冊子のデータ製作について 

・ページ数は表紙も含めた数になります 

・データは 1Pごとでも 見開きでも ご入稿頂けます 

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください 

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください 

 
千歳発着６日間   

■募集人員/12名様定員   
■最少催行人員/６名様  
■全食事付/朝食5回・昼食4回・夕食5回  

（昼食・夕食はお座敷になる場合ござい
ます。予めご了承ください）  

■千歳空港より、全行程、社員添乗員同行  
※日本各地から出発して、羽田もしくは宮

崎空港にて合流するプランも承ります。  
※スーツケース無料託送サービス 

［ご自宅～ホテル、空港～ご自宅］ 

 都市名 スケジュールと見どころ/お食事と宿泊地 

 
 
１ 

 

千 歳  

宮 崎 

青 島  

 

日南海岸 

スーツケース無料託送サービス ご自宅～ホテル 

■午前、千歳空港より全日空にて、羽田空港で乗継ぎ、南九州の宮崎空港へ［08:30発］。  

■着後[12:50着］、国の天然記念物で『鬼の洗濯板』と呼ばれる波状岩で知られる青島へ。島の中にあって、海幸山幸

神話に因み、1200年以上も前からあると伝わる青島神社を観光します。彦火火出見命（山幸彦）と豊玉姫命の夫婦

神を祭るため、縁結びにご利益があるといわれています。 

                                        ×・×・〇[日南海岸泊] 

 
 
 
 
 
 
２ 

日南海岸  

鵜 戸  

飫 肥  

 

 

 

 

 

霧 島 

 

 

霧島温泉 

■午前、日南海岸を南下し、日向灘に面した自然の洞窟の中に朱塗りの本殿が建ち、神武天皇の父・鵜葺草葺不合命

を主祭神に祀る鵜戸神宮の観光へ。断崖下の美しい社殿をご覧いただきます。  

■その後、かつて伊東氏五万一千石の城下町として栄え、『九州の小京都』ともよばれる飫肥へ。碁盤の目状に整備さ

れた町中に、古い石垣や武家屋敷が見られる「城下町の風情と情緒のある町」です。『日本１００名城』にも選ばれて

いる飫肥城の大手門や商人通り、武家屋敷通りなどへご案内します。大手門を下って商家資料館に向かう途中の脇

道では、澄んだ水の中を泳ぐ、放流された鯉が見られます。  

■午後、『日本の滝１００選』にも選ばれている庄内川上流の幅４０ｍの大滝・関之尾の滝へご案内いたします。滝の前に

はつり橋がかけられ、滝を間近にご覧いただけます。 

■その後、鹿児島県に入り、老杉が茂り荘厳な雰囲気の霧島神宮の見学へ。６世紀に造られ、瓊々杵尊(ニニギノミコ

ト)を祀っている古社です。天照大神は孫である瓊々杵尊にこの国を治めよと命じ、瓊々杵尊は三種の神器を譲り受

け、７人のお供の神と１人の道案内の神と共に高千穂の峰に降りたという天孫降臨の神話に由来しています。  

■夕食には名物の鹿児島黒豚をお召し上がりください。                         〇・〇・〇[霧島温泉泊] 

 
 
３ 

霧島温泉  

 

小 林  

綾  

 

宮 崎 

■午前、古事記・日本書紀にも登場する天孫降臨の地・高千穂峰を眺めながら、霧島４８湖のうち最大の大きさを誇り、

４２００年前の一回の噴火によってできた噴火口に湧水が流れ込んで生まれた火口湖・御池へ。  

■昼食には『小林地鶏の里』にて地鶏料理をお召し上がりください。  

■午後、綾川渓谷に架かる高さ１４２ｍ、全長２５０ｍの吊橋で、遊歩橋としては世界一の高さとされる綾の照葉大吊橋

や、綾の手紬染織工房にご案内します。 

■夕刻、宮崎市内へ。 

■ご夕食は宮崎の食材を使ったイタリアンです。                                 〇・〇・〇[宮崎泊] 

 
 
 
 
 
 
 
４ 

宮 崎  

 

 

西都原  

 

 

 

日 向  

 

 

 

 

美々津  

 

 

 

 

高千穂 

■午前、神武天皇とその父母を祀る宮崎神宮に参拝します。広大な森に囲まれ、社殿は狭野杉で造られています。神武

東征以前は、ここに都が置かれていたとも言われています。 

■また、宮崎の隠れ名物で、可愛らしいはにわが 400 体並ぶ「はにわ園」にもご案内いたします。 

■その後、宮内庁の御陵墓参考地の男狭穂塚と女狭穂塚の二基の古墳を中心に、３１１基の古墳が標高約７０ｍ小高い

台地に点在する西都原古墳群の見学へ。遊歩道から円墳・前方後円墳・方形墳・帆立貝式古墳・地下式古墳など各様

式の古墳が眺められます。 文化庁による第一号の『風土記の丘』です。  

■昼食には、新鮮な海の幸をお楽しみください。 

■午後、日向灘に突き出た日本最大級の柱状節理の断崖絶壁が続く日向岬を観光します。一番の見どころは馬ケ背展

望所から望む断崖絶壁で、高さが７０ｍもあり、そこからの迫力ある眺めは圧巻です。馬ケ背の絶壁の間には、幅１０

ｍ、奥行２００ｍの海水路ができ、白い荒波が豪快に切り込んできます。岬の突端にある展望所まで馬の背のような

遊歩道を進むと、突端からは１８０度以上のパノラマで海が広がり、弧を描く美しい水平線が眺められます。巨大な

岩礁が十字に切り裂かれたクルスの海の眺望もお楽しみください。 

■その後、神武天皇東征の際の出航の地として知られる美々津へもご案内します。美々津は、江戸時代には高鍋藩の重

要な港として海上交通の要地として栄え、中町には現在も「美々津千軒」と称された当時の町並みがよく残されてい

ます。瀬戸内船運の西端にあたるため、上方風の商家、水運業者の家、漁家が連なり、国の重要伝統的建造物群保存

地区に選定されています。  

■夕刻、神々の里・高千穂へ。 

■夜、ご希望の方は高千穂神社の境内で行われる高千穂神楽へご案内します(実費)。  

≪『天孫降臨の地』高千穂に連泊です≫                                     〇・〇・〇[高千穂泊] 

 
 
 
 
 
５ 

高千穂  

 

 

［あまてらす鉄道］ 

  

 

（高千穂峡） 

■午前、天照大神が隠れた天岩戸（洞窟）を御神体として祀る天岩戸神社（禁足地の天岩戸は神社から見下ろせる渓谷

の中腹にあります）と天岩戸から天照大神を外へ導こうと八百万の神々が集った天安河原、三代実録第一巻（８５８

年）にも記述がある、高千穂八十八社の総社・高千穂神社を観光します。 

■高千穂あまてらす鉄道にも乗車します。３０分の絶景の旅をお楽しみください。 

■また、「高千穂 道の駅」でのショッピングもお楽しみください。  

■昼食は『あららぎの茶屋』にて。  

■午後、阿蘇山系の溶岩台地が浸食してできた高千穂峡へご案内いたします。高千穂峡の川幅が狭まった部分に流れ

落ちる落差１７ｍの『日本の滝１００選』真名井の滝と柱状節理の織り成す五ヶ瀬川渓谷の美しさに心が洗われます。

特に神秘的な水の色が印象的です。自然と神話を一体として感じてください。国の天然記念物に指定されていま

す。 

■夕食は日本一と称される高千穂牛のステーキをお召し上がりください。               〇・〇・〇[高千穂泊] 
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高千穂/熊本  

羽 田 

千 歳 

■午前、熊本空港へ。着後、全日空にて、羽田空港を経由し、千歳へ［1２:３５発］。  

■夕刻、千歳空港到着後、解散［1６:３０着］。 

スーツケース無料託送サービス 空港～ご自宅                                         〇・×・× 

※現地の都合によりスケジュールが変更されたり、入場見学できない場合がございます。その場合でも極力日程に従って旅行サービスがお

受けになられるよう万全の手配努力を致します。  

※表記の「〇」はそれぞれ「朝食・昼食・夕食」を示します。×印の食事は含まれておりません。 

 

   株式会社 Iter Tour :011-600-0199                                                                             

天孫降臨伝説の里・宮崎県周遊の旅 

「神話のふるさと」 宮崎・古代日向の旅 
ご旅行代金とご旅行期間 

２０２7 年４月５日(月)発～４月１０日(土)着･･・¥３３８,000  お一人部屋利用追加料金 ¥49,000 

ご旅行条件 

高千穂の里と霧島・高千穂の峯の二つの天孫降臨伝説の地をはじめとして、海幸彦山幸彦伝説、神武東征、天の岩戸伝説など神話と

歴史のロマンを宮崎に訪ねます。 

ご利用予定ホテル 
■日南海岸/青島サンクマール、ANA ホリデイ･イン･リゾート 

■霧島温泉/霧島ロイヤルホテル、霧島観光ホテル  
■宮 崎/宮崎観光ホテル、JR 九州ホテル宮崎、ホテルルートイン 
■高 千 穂/ソレスト高千穂 ※上記ホテル又は同等クラスとなります。 

ご利用バス会社 
宮崎交通､高崎観光バ

ス､ウエルネス都城観光

バス､みやざき高山観光

バス､ 延陵観光､三和交

通､日の出交通､永峰観

光バス､美登観光バス､

ハッコートラベル 

 

天照大神と天岩戸開きの神話 

 

鵜戸神宮 

高千穂峡(イメージ) 

天岩戸神社 

飫肥 

日南海岸 

はにわ園 

ひむか  

高天原(地上世界)にやって来た素戔嗚尊(スサノオノミコト)は、田畑を荒らしたり宮殿を壊したりと乱暴を重ね、ついには姉神の天照大神が機織

りをしている神聖な織殿の屋根に、皮をはいだ馬を放り投げます。驚いた機織り女神が亡くなってしまい、天照大神は深く嘆き怒ります。この出来
事をきっかけに、天照大神は「もう外には出ない」と心を閉ざし、天岩戸(あまのいわと)と呼ばれる岩屋にこもってしまいます。これを「天岩戸隠
れ」と言います。 

太陽の神である天照大神が岩戸に隠れたことで、高天原も地上も一面の闇となり、作物は枯れ、神々も人々も困り果てます。光と秩序を司る存在
が姿を消した結果、世界が機能しなくなったという姿が描かれます。事態をどうにかしようと、八百万の神々が天安河原(あまのやすがわら)とい
う川原に集まり、知恵の神である思兼神（オモイカネノカミ）を中心に対策会議を開きます。 

思兼神が考えた作戦は「天岩戸の前で大騒ぎをして、天照大神に興味を持たせて外へ誘い出す」というものでした。 
外から笑い声や騒ぎが聞こえてくるのを不思議に思った天照大神は、「私が隠れて世界は真っ暗なはずなのに、なぜ皆あんなに楽しそうなのか」と
疑問を抱きます。神々は「あなたよりも尊い神が現れたので、皆で喜んでいるのです」と答え、岩戸の前に用意していた八咫鏡(やたのかがみ)を掲

げます。天照大神が少し岩戸を開けて覗くと、そこには鏡に映った自分自身の姿がありましたが、天照大神はそれを「新たに現れた尊い神」と受け
取ります。天照大神がもっとよく見ようとして岩戸をさらに開いたその瞬間、岩戸の脇に待ち構えていた力の神、天手力男神(アメノタヂカラオノ
カミ)が岩戸を一気に押し開き、岩を遠くへ投げ飛ばします。こうして岩戸は完全に開き、天照大神は再び外の世界に引き出されます。 

天照大神が岩屋から出た途端、それまで闇に閉ざされていた世界に再び太陽の光が満ち、秩序が戻ります。神々は改めて天照大神を厚くもてな
し、再び隠れてしまわないように祀り方を整えたと伝えられます。 
高千穂の天岩戸神社は、まさに天岩戸神話そのものを由来とする神社として位置付けられています。 


